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１．研究計画の概要 
1)オーストラリア 32 億年前ピルバラ DXCL 掘削，

2)南アフリカ 34-32 億年前のバーバートン帯調

査，3)カナダ 19 億年前フリンフロンコア調査，4）

ガーナ19億年間グリーンストーン帯調査 を行い

太古代—原生代の深海底環境を明らかにする． 
 
２．研究の進捗状況 
１）オーストラリアの掘削完了，現在コアの分析

中． 
２）南アフリカの調査完了，サンプルと地質調査

によるデータの解析中． 
３）ガーナ，フリンフロン（カナダ）については，

下見を終わり，本年度から本格的調査 
 
３．現在までの達成度 
掘削コアの取得は，円安と物価高により当初予定

の半分の掘削に終わった．しかし，予想を遙かに

上回る高品質のコアが取得され，現在早急に分析

中である． 
その他の地域の調査も，円安の影響があり，十分

な調査はできていないが，カウンターパートとの

十分な議論とサポートにより共同研究がスタート

した． 
 
４．今後の研究の推進方策 

今後，掘削コアを目的である縞状鉄鉱層まで貫通

できなかっが，鉄沈殿物に移り変わる変化を明ら

かにする．原生代の深海底についての調査地点が

明らかになり，この模式柱状図の作成を行い，初

の原生代の深海底の状態を明らかにする． 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下

線） 
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